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＜タイトル＞

施肥量を大幅に削減できる「うね内部分施用機」のラインナップが完成

－露地野菜作で肥料施用量を30～50％削減可能－

＜当該研究成果のポイント＞

うね内部分施用機は、キャベツ・ハクサイ等野菜苗を植付ける前に行う｢う

ね立て作業」時に、肥料を“うねの中央部”にだけ線状に土壌と混合して施

用し、うね間など無駄なところには施用しないトラクタ用作業機である。

大規模生産者から小規模生産者まで経営面積に応じた2条～4条用のうね内

部分施用機と、平うね(同時マルチも可)やレタス等全面マルチうねに対応し

たうね内部分施用機の5機種が市販化された。

本機を用いることによって、肥料の施用量を30％～50％まで削減して施用

しても、野菜の根の周辺には生育に必要な肥料が施用され、慣行の全面施用

に比べてムラも少ないので初期生育が良好で、慣行と同等以上の収穫量が得

られる。特に、夏に定植し、秋以降に収穫する寒冷地の野菜栽培においては、

良好な初期生育を確保することによる収量の安定化が期待できる。

＜期待される効果・今後の展開など＞

① 肥料施用量を30～50％削減でき、生産コストや環境負荷の低減が期待で

きる。

② 肥料等の資材施用作業をうね立て時に同時にできるので、作業工程を省

略でき、省力・軽労化が期待できる。

③ キャベツ・ハクサイ･ダイコン･レタス・ブロッコリー・カリフラワー・

ダイコン・ニンジン･大豆・エダマメ・露地トマト・露地ナス･小ギク等、

うね立て栽培を行う一般的露地作物の生産に適用できる。

今後、露地野菜生産等における減肥料、低コスト・省力化技術として、し

かも環境に優しい技術として生産現場への普及が期待される。
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うね内部分施用法による収穫物重量

うね内部分施用機
キャベツ・ハクサイ等野菜苗を植付ける前に行う｢うね立て作業」時に、肥料等施用資

材を“うねの中央部”にだけ線状に土壌と混合して施用し、うね間など無駄なところには
施用しない作業機。

大規模生産者から小規模生産者まで経営面積に応じた2条～4条用のうね内部分施
用機と、平うね(同時マルチも可)やレタス等全面マルチうねに対応したうね内部分施
用機の5機種を市販。

肥料等施用資材を、うねの中心部分にだけ土と混合
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慣行施肥量 50％減 30％減

（全面に施肥後
耕うん・うね立て）

（施用域：幅20cm，深さ20cm）

土壌条件：黒ボク土
使用肥料：化成肥料(15-15-15)
品 種：YR青春2号(キャベツ)
栽植様式：条間60cm×株間38cm
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